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地域と日常的に防災を考える

防災キャンプ2021＠西川
ピクニック&第

　
１
　
回

命が助かったと安心したら、今度は生活をどう
するか？という不安が襲ってきます。多くの学校
が避難所として開設されると、毛布、クラッカー、
水などが配られます。
初期段階は、市職員等が避難所運営を行います
が、災害の規模によって避難所生活が長期に及
ぶことが想定される場合には、避難所内で自治
をつくり、自分たちで避難生活環境を整えていく
必要が出てきます。

進化する避難所アイテム
■ 発泡ポリプロピレン製ベッド
さっとアルコール消毒ができ、軽く暖かい。

■ 簡易トイレ
学校内の和式トイレにポンと仮設できるタイプ。
個室を利用するためプライバシーもOK！袋を設
置して、凝固剤を入れて封をすれば臭い漏れの
心配もありません。

「知っている」と「経験したことがある」の間に
は、大きな差がありました！
いざというとき、「行動を起こすことをためらわない」
人になるために、防災キャンプでは様々な体験をぷら
りと公園に訪れた方々に提供しました。

AEDと心臓マッサージ（胸骨圧迫）で命を救え!!
119番通報後、救急車が現場到着するまでの時間は平均
約8分。待っている間、AEDを使用した救命処置を行う
ことで助かる可能性が高くなります。AEDの電源を入れ
ると音声案内が開始します。心臓マッサージは1分間に
約100回のテンポで、強く! 早く! たえまなく!
救急車の到着まで続けましょう。

初期消火2分で全焼を防げ!!
119番通報後、消防車が現場到着
するまでの時間も平均約8分。
火事発生から2分以内の初期消火
がポイントです。でも、消火活動も
Max2分がタイムリミット！煙が発
生したり、壁や天井に火が燃え移
ると避難が困難になります。無理を
せず、すぐ避難しましょう。
消火器（粉末系）の使用時間はわず
か10秒～20秒。しっかりと火元に
狙いを定めてレバーを握ります。

�いざという時の消火は大人の役
目。大人の方にも体験をしてほし
いです。From 消防士

家にある物で応急担架をつくろう!
災害時、けが人搬送や移動が困難な人
のために、身近な物で担架をつくるこ
とができます。

■ 準備物
・物差し竿などの長い棒　2本
・Tシャツ　  5～6枚
　※代わりに毛布（シングル）1枚でも可能

☝竿にTシャツの袖を通すだけで完成

☝毛布の場合は写真（下）のように竿
を並べ毛布を①→②と三つ折りに。最
初に折り返した毛布①の端を2本目の
竿下に少し折り返してはさむことで摩
擦が発生。縫う必要なく担架が完成！

防災訓練体験

避難所体験×宿泊体験

ヨナヨナトーク

防災意識調査結果

住宅と商業の「混在エリア」で
新しい地域防災をはじめました
岡山市中心部に位置する西川エリアは、住宅と600以上の飲食店、ホテル、百貨店など、まち
を構成する役割が複数ある「混在エリア」です。3.11以降「地域防災」の重要性が高まり、町内
会単位での取り組みは増えました。しかし、人口の流入が急増加している岡山市中心部で大
地震が発生した場合、時間帯や季節によっては、住民以外の学生や会社員などの帰宅困難者
が駅や公園、広場にあふれると考えています。少子化がもたらした学校の統廃合による避難
所不足、新型コロナウイルスによる避難所運営など、新た
な課題も見えてきました。
これからの地域防災は、町内会やマンションの自治単位
だけでなく、もうひと回り大きな枠組みで取り組むことが
必要と考えます。私たちは、地域の皆
さまと一緒に、有事に既存枠を超え
た共助ができるコミュニティづくりを
はじめます。

一般社団法人TOCOL（トーコル）
代表理事　山下 リール

いつ巨大地震が起きてもおかしくはあり
ません。2019年、地域の安全安心を願っ
て出石地区自主防災会連合会を立ち上
げました。出石連合町内会を中心とした
「顔が見えるインフラづくり（＝コミュニ
ティ）」は、日頃から地域の関係づくりを
強化にしており、災害時にいち早く連携
することで減災にも繋がります。
防災訓練に参加し、改めて災害の恐ろし
さを身をもって体験することも重要です。
現在は、要支援者の支援活動も自防連で
取り組んでおります。

出石地区自主防災会連合会　西村 禎之

Voice😊発災時に行政機能がマヒする可能性を考えると、町内会など日頃からのつなが
りを作っておくことが重要だと思います。😊半年に一回ぐらいの開催でもいいと思う。4月、
5月、10月ぐらいがいい。😥夜間の避難が少し不安。😥ペットとの同伴と幼児の夜泣きが
不安です。😥高齢者の父母の歩行補助やトイレの介助サポートが必要です。など

公園で遊んでいる子どもたちも、イルミネーション見学の
若者も行政の方も、世代や縦割りを超えて火を囲みました。

下石井公園での人工芝実証実験中、新たなレイ
アウトでイベントを開催。ジャズ・イン・西川との
コラボあり、21店の飲食店が集結し「岡メシ」を
提供。今年はファミリー層が多く、レジャーシート
（貸出）を広げてピクニック気分で食と音楽を楽
しんでいました。
※1時間500名の入場制限、最大2時間の入替制で実施

in 下石井公園

コロナ禍でも、安心安全に街中で食事を楽しむ非
接触オーダーシステムの社会実験を実施。生演奏
や夏のイルミネーション、満月BARとのコラボも
あり、ご来場の皆さまからは「久しぶりにすてき
な時間を過ごせた」、「面白い仕組みづくりでい
いと思います」など、とても良い反応をいただき
ました。参加飲食店5店舗。

in 野殿橋付近
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公園での防災
イベントについて

ご協力いただきありがとうございました。
［ アンケート回答 ］63件

主催：一般社団法人TOCOL
共催：一般社団法人ぷらっと西川、岡山市   ／   協力：出石地区連合町内会、出石地区自主防災会連合会

［ 実施日：2021年11月27日-28日 ］延参加者数 200名

その他、集計結果は
「TOCOL」サイトで公開中

※当事業は、岡山市より公園内での防災訓練として許可を得て実施しました。通常は公園内でのテント張り、宿泊、車の乗り入れ、たき火・BBQは禁止されています。

［ 実施日：2021年11月21日 ］延来場者数 2,300名

［ 実施日：2021年７月31日、10月16日 ］延来場者数 約95名

地域との連携

岡山市危機管理室
入矢さんに突撃してきました！

日頃から気をつけておくポイントを聞きました！

🙂防災訓練は学校でというのがお決まりでした
から、新しい試みでした。日が落ちるとかなり寒
くて気持ちが折れそうになりましたが、公園での
テント宿泊も含めて実体験ができたことは、危
機管理を担う身として、とても良い経験になりま
した。🙂展示方法についても、風など、屋外で開
催する時の課題もいくつか見つかりました。
🙂次回は、アンケート結果で希望が多かった避
難所生活をイメージできる体験企画を実施して
もいいかもしれませんね。🙂個人的に翌朝のヨ
ガは、20分でしたが身体が温まりました。立った
ままの簡単なストレッチと思いきや、冷え固まっ
た身体にはきつかったですが、避難生活で起こ
りやすいエコノミークラス症候群の予防に
もなりますね。

▲出石地区自主防災会連合会の防災訓練の様子を
パネルで紹介。自分が住む場所の学区情報や町内
の方と顔見知りになるきっかけにもなりました。

🍲西日本豪雨災害時、暖かい食事や野菜が不足
しているとの連絡を受けて、西川エリアの飲食
店チームで炊きだしをしました。その経験を踏
まえて、中華がゆ［防災キャンプver.］を考案。
野菜もタンパク質もバッチリ！

by 池田促成青果ラボ  池田

�はじめてたき火をした。最初は火が怖く
て近づけなかったけど薪を追加できた！

�ドッジボールより楽しい！公園の中で枯
れ枝とか拾ってくるよ。（その後）煙が出や
すい枝とそうじゃないのがあったよ。

�コンロから火が出て、ぐわぁ～っ
て急にすごい火が迫ってきて怖かっ
た･･･壁とか天井まで･･･火が･･･

�油に引火！
意外と消えない
ものですね･･･

�非常用持出袋に入れてあるけれど
食べたことが無かったので良い経験
になりました。お湯を入れて15分。
簡単にできそうだったけど失敗連発
で味なしに･･･経験は大事ですね。

💦 27日夜から深々と冷え込み、28
日朝までの最低気温0.8℃！冬の屋
外避難は、こんなにも寒いのかと全
身で体感。寝袋やテントがあっても
身体に堪えました。    by テント泊者
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宿泊体験にも参加くださいました。
初めての公共公園を使用した防災
キャンプはどうでしたか？

�消火器の位置は把握していますか？

�消火器の使用期限は切れていませんか？

�火災報知器を設置しよう（個人宅、飲食店）

�厨房やキッチンの油汚れはまめに掃除しよう

�避難口や避難経路に物を置かないように

激しい

アラー
ト音

① ②

��身近な物が簡単に役立つアイテムにな
ることがわかって勉強になりました。

�お母さんを持ち上げられたよ！

西村禎之
一般社団法人ぷらっと西川

一般社団法人ぷらっと西川（プラにし）17
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通電火災に気をつけて！
通電火災とは、停電の後、電気が復旧した時に起きる火災のことです。時間差で発生す
ることが多く、木造住宅地域、雑居ビル街では特に注意が必要で、大規模な延焼に発展
する危険性があります。阪神・淡路大震災や東日本大震災では、出火原因の3割以上が
電気によるものでした。電気復旧時に、倒れた電気ストーブや損壊した電気コンロ、
ペットヒーターなどに通電した際、近くの可燃物に引火したりして発生します。

【 対 策 】
・揺れが収まったら電気器具のスイッチを切り、コンセントを抜く。避難時はブレーカーを切る
・地震発生時に自動で電気を遮断する「感震ブレーカー」の設置も有効！

【 電気の復旧前には確認を 】
ブレーカーを上げる際は、事前に周辺にガス漏れがないか、電源コードはすべて抜けて
いるか、可燃物が近くに落下していないかなど、十分に安全を確認しましょう。


